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牛
首
川
を
合
し
、
入
野
に
て
右
停
か
ら
野
寺
川
を
谷
一
て
後
の
山
入
町
鷺
れ
ば
、
石
動
山
五
位
櫨
現
の
枇
あ

れ
、
翼
に
河
口
に
近
〈
貨
建
山
か
ら
渡
し
た
治
則
川
一
・
り
o
向
山
秘
到
と
い
ふ
o
侍
歳
三
用
品
u
四
日
は
高
山

を
右
停
に
焚
け
、
砂
圧
を
蛇
行
し
て
日
本
お
に
注
一
祭
と
て
、
一
郷
の
祭
也
。
保
蔵
十
周
朔
日
よ
り
十
日

ぐ
。
流
槌
三
一
粁
。
河
口
に
川
氏
村
が
あ
る
に
伏
つ
一
ま
で
八
都
祭
と
て
、
近
在
十
ヶ
村
に
一
一
一
十
名
の
丙
姓

て
、
川
尻
川
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
三
宮
古
記
近
年
十
有
て
、
祭
の
常
屋
-
を
勤
む
る
也
。
普
七
堂
伽
磁
に
て
、

水
引
跡
人
沙
汰
地
分
事
の
傑
に
、
『
英
凶
村
鮒
一
端
、
一
中
比
ま
で
六
坊
あ
り
し
跡
共
依
あ
り
。
二
五
門
・
矯
宇

到
茂
駿
ヨ
リ
北
大
見
初
』
と
あ
る
大
見
河
は
是
で
あ
↑
谷
内
と
い
ひ
て
地
名
あ
り
。
共
時
の
寺
領
地
な
る
放

ら

う

。

一

院

内

村

の

名

あ

り

o

』

と

記

す

る

o

明

治

の

初

五

位

一

位

オ
ホ
ミ
カ
ハ
シ
リ
大
海
川
尻

mm咋
柑
抑
水
大
一
と
肱
抑
制
し
、
八
年
真
に
今
の
名
に
改
め
た
ρ

指
庄
に
鴎
す
る
部
w
m
0

・
一
オ
ホ
ミ
ヤ
ジ
ン
ジ
ヤ
大
宮
紳
枇
鳳
軍
部
藤
被

オ
ホ
ミ
ゴ
ウ
大
海
郷
羽
咋
榔
の
諒
掛
布
。
於
一
に
銀
座
し
た
が
、
明
治
四
十
三
年
一
抑
目
紳
祉
に
合
弔
問

保
梁

ι訓
ず
る
o
和
布
抄
の
諸
本
に
は
太
加
に
作
る
o
一
せ
ら
れ
た
o
能
践
は
か
れ
跡
志
に
、
『
際
都
と
い
ふ
に
大
宮

後
悦
抑
水
院
に
地
じ
た
o

-

械
製
あ
り
。
祭
砲
侍
年
三
周
二
日
三
日
也
。
御
幸
あ

オ
ホ
ξ
ザ
キ
大
御
前

J
Y
一
フ
ヤ
マ
ゴ
ゼ

y

一
。
。
此
日
を
燦
波
の
柿
祭
と
い
ふ
。
百
姓
分
一
栂
、

白

山

御

前

。

一

去

一

内

姓

一

一

都

、

一

肌

挺

一

一

都

を

神

前

に

悩

ふ

。

神

主

祈

オ
ホ
ミ
シ
ョ
ウ
大
海
底
羽
咋
郡
に
凶
す
る
。
↑
念
樹
む
と
、
共
三
つ
の
栂
を
我
先
人
先
と
事
ひ
、
村

和
街
紗
問
削
減
大
海
郷
の
地
で
あ
る
。
承
久
一
一
一
年
注
総
~
中
を
擬
歩
行
〈
也
。
共
後
は
酒
一
一
摘
も
な
く
な
り

の
能
資
同
川
数
日
録
に
、
.
『
大
泉
航
、
二
円
町
、
保
延
一
て
、
皆
々
外
な
る
摘
を
賀
来
て
蛾
に
酌
み
遊
ぶ
こ
と

二
年
・

1
努
口
』
と
見
、
え
る
が
、
大
泉
は
大
祭
の
設
か
一
也
υ
是
を
際
一
波
の
栂
祭
と
い
ふ
也
0
』
と
あ
る
。

と
思
は
れ
る
。
大
泉
佐
は
誕
に
オ
ホ
シ
ミ
ヅ
と
訓
ま
・
オ
ホ
ミ
ヤ
ミ
ッ
ト
モ
大
宮
光
朝
活
都
品
川
事
。

れ
る
こ
と
L
-
な
っ
て
、
後
似
の
抑
水
大
海
庇
・
押
水
一
初
抑
制
信
。
初
め
前
山
重
教
の
御
近
綱
同
坊
主
で
あ
っ

中
庄
・
押
水
北
山
を
生
じ
た
が
、
そ
の
中
押
水
大
諒
一
た
が
、
天
明
六
年
新
番
に
列
し
、
文
化
五
年
間
小
頭

庄
の
如
き
は
刷
版
の
訴
を
軍
ね
た
の
で
あ
る
υ

一
に
踏
ん
で
新
知
百
五
十
.bを
領
し
、
十
三
年
五
十
石

オ
ホ
ミ
ゾ
ヤ
マ
大
溝
山
江
泊
榔
四
十
九
院
領
一
を
加
へ
.
組
外
に
斑
し
、
文
政
九
年
七
用
致
仕
し
て
及

束
伐
の
谷
か
ら
市
谷
に
越
す
峠
の
束
に
在
っ
て
、
四
一
翁
と
い
ひ
、
料
十
人
扶
持
を
受
け
、
天
保
六
年
七
用

十
九
院
・
荒
谷
・
市
谷
に
跨
る
υ
向
さ
六
八
九
米
。
一
一
八
十
一
一
一
践
を
以
て
裂
。
子
孫
制
緩
い
で
務
に
仕
へ

名
ひ
の
せ
ぎ
と
も
い
」
0

・
た
。

オ
ホ
ミ
チ
ダ
-
-
大
道
谷
能
尖
制
大
飯
山
両
方
一
オ
ホ
ム
ラ
イ
エ
モ
ン
大
材
伊
右
衛
門
初
め
御

の
襟
谷
で
、
そ
の
水
牛
行
川
に
注
ぐ
。
一
歩
よ
り
出
で
、
同
小
闘
に
上
。
、
貸
永
申
凶
幡
御
前

オ
ホ
ミ
ネ
大
峰
能
尖
端
中
峠
と
三
ク
谷
の
刷
一
附
御
則
人
と
し
て
五
十
石
を
加
へ
、
計
百
石
を
領
し

に
あ
る
山
υ
お
さ
四
五
一
一
一
米
0

・

一

て

組

外

に

列

し

た

o
子
深
刻
濃
い
で
滞
に
仕
へ
る
o

オ

ホ

ミ

キ

ジ

ン

タ

ヤ

大

峰

紳

拡

オ

ホ

ム

ラ

ウ

モ

ン

ス

ケ

大

村

右

文

助

初

め

て

悦

製

す

る

。

御

次

番

・

御

抱

守

・

御

近

習

訪

・

表

小

将

櫛

同

・

持

弓

顕

オ
ホ
ム
ラ
コ
レ
ヨ
シ
大
村
伊
段
通
稽
駒
之
助
・
一
と
次
第
に
昇
越
し
、
弘
化
元
年
一
白
石
を
加
へ
て
組
踊

友
右
衛
門
。
寛
政
五
年
十
二
周
究
伊
左
衛
門
の
也
知
一
泊
に
列
し
、
次
い
で
小
綿
悶
・
馬
勉
蹴
・
定
番
顕
鵡
・

三
の
一
を
受
け
、
七
年
九
周
本
知
八
十
石
に
復
し
、
一
定
番
闘
に
斡
じ
、
安
政
五
年
政
二
百
石
を
加
へ
、
鹿

股
作
奉
行
に
任
じ
、
交
政
二
年
九
周
五
十
石
、
九
年
一
臨
元
年
致
仕
し
て
新
た
に
三
百
石
を
受
け
、
三
年
五

六
周
二
十
石
を
加
へ
て
顕
盤
と
な
っ
た
。
一
周
回
目
七
十
五
践
を
以
て
夜
し
た
。

オ
ホ
ム
ラ
シ
チ
ベ

Z

大
村
七
兵
衛
初
め
惣
厳
・
一
オ
ホ
モ
リ
ザ
プ
ロ
ベ
Z

大
森
三
郎
兵
衛
京
都

貞
右
衛
門
。
事
和
二
年
九
息
災
金
左
衛
門
賞
昭
の
抱
一
の
呉
服
商
。
前
回
利
家
以
来
そ
の
用
命
を
奉
じ
た
。

知
百
石
を
袈
ぎ
、
江
戸
御
蹟
式
番
・
御
書
物
事
行
・
前
一
三
郎
兵
衛
は
老
後
宗
巴
と
脱
し
、
寛
永
五
年
夜
。
そ

国
持
饗
御
抱
守
に
隠
任
し
、
文
化
十
二
年
二
周
五
十
一
の
子
宗
閣
の
時
に
は
、
寛
文
八
年
三
十
人
扶
持
を
典

石
を
加
へ
、
文
政
元
年
夜
し
た
。
一
へ
ら
れ
て
、
間
十
年
に
残
し
た
。
=
一
代
一
一
一
郎
兵
衛
は

オ
ホ
ム
ラ
ナ
ガ
タ
カ
大
村
長
高
一
に
長
向
に
一
宗
闘
の
期
五
郎
兵
衛
の
子
を
謎
う
た
も
の
。
雨
後
後

作
る
。
遇
帯
平
聡
・
七
郎
右
衛
門
。
焚
勘
餅
闘
の
治
知
一
一
筒
欣
々
そ
の
梁
を
綴
い
だ
。

二
一
白
石
を
袈
ぎ
、
元
政
十
こ
年
棲
悶
御
前
附
御
用
人
一
オ
ホ
モ
リ
シ
ヤ
大
森
位
鹿
島
郡
矢
田
に
二
世

加
と
な
っ
て
一
点
十
石
を
加
へ
、
正
徳
元
年
間
物
顕
辿
一
あ
る
。
上
大
森
祉
は
街
七
尾
城
山
の
趨
，
尾
に
、
下

と
し
て
夏
に
百
石
を
加
へ
、
亭
保
十
二
年
御
施
、
元
一
大
森
祉
は
窓
均
須
ヶ
森
に
銀
座
し
、
南
東
都
に
は
気

文

二

年

八

十

践

を

以

て

夜

し

た

。

一

多

明

跡

の

御

子

跡

と

す

る

。

オ
ホ
ム
ラ
ナ
ガ
ヨ
シ
大
村
長
好
遁
務
停
職
。
一
オ
ホ
ヤ
大
屋
珠
洲
郷
三
崎
郷
に
鴎
す
る
部
務
。

七
郎
右
衛
門
長
高
の
子
。
初
め
前
回
吉
徳
の
御
部
屋
一
こ
の
村
の
散
村
に
方
上
が
あ
る
。
明
治
中
に
京
り
隣

附
御
小
狩
と
し
て
薪
知
百
五
十
石
を
受
け
、
事
保
四
一

ω小
谷
を
併
合
し
た

0
4カ
タ
ガ
ミ
方
上
。

年
御
附
大
小
勝
番
頭
と
し
て
百
石
を
加
へ
、
九
年
御
一
オ
ホ
ヤ
オ
ク
Z

モ
ン
大
屋
奥
右
衛
門
越
中
守

先
弓
顕
に
轄
じ
て
又
百
石
を
加
へ
、
十
八
年
四
周
サ
一
山
に
於
い
て
初
め
て
前
倒
利
長
に
仕
へ
、
こ
百
石
を

七
日
四
十
五
歳
を
以
て
夜
し
た
。
一
受
け
た
。
子
採
制
緩
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

オ
ホ
ム
ラ
マ
サ
ツ
グ
大
村
昌
紹
遁
稽
武
次
郎
。
一
オ
ホ
ヤ
ガ
イ
ヨ
ウ
大
屋
稽
紋
醤
姓
石
様
。
沼

明
和
九
年
養
父
健
次
郎
の
越
知
百
二
十
石
を
袈
ぎ
、
一
穂
武
一
郎
、
暁
山
又
は
岸
舟
と
観
し
、
天
保
十
年
入

表
御
納
戸
奉
行
・
江
戸
御
鹿
式
番
・
問
御
用
人
に
隠
任
一
用
金
搾
に
生
ま
れ
た
。
安
政
元
年
京
都
に
遊
び
、
五

し
、
文
化
三
年
三
十
石
を
加
へ
、
法
梁
院
附
物
顕
並
一
年
館
凶
し
て
安
建
箆
栗
及
び
腿
旧
正
明
に
四
作
製
を

と
な
り
、
文
政
三
年
又
百
石
を
増
し
、
御
先
筒
頭
・
新
一
受
け
、
陸
路
元
年
舵
術
館
錦
部
方
と
な
り
、
後
議
取

番
顕
を
能
、
十
一
年
十
一
周
致
仕
し
て
霊
山
と
鋭
し
二
に
隠
任
L
、
置
膝
以
後
祭
事
に
闘
係
L
て
資
策
す
る

こ
十
人
扶
持
を
受
け
、
天
保
五
年
六
周
波
し
た
。
一
と
こ
ろ
甚
だ
多
〈
、
地
理
・
阪
史
の
著
作
も
ま
た
少

オ
ホ
ム
ラ
ム
ネ
ト
モ
大
村
致
知
遜
講
希
次
郎
。
一
ぐ
な
か
っ
た
。
明
治
三
十
四
年
六
周
六
十
三
歳
を
以

践
は
自
衛
。
七
郎
左
衛
門
の
養
子
。
文
化
九
年
治
知
一
て
夜
。


